
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令

新
旧
対
照
表

目
次

○
輸
出
貿
易
管
理
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
三
百
七
十
八
号
）
（
第
一
条
関
係
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

○
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
四
十
四
号
）
（
第
一
条
関
係
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

○
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
法
施
行
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
二
百
五
十
七
号
）
（
第
一
条
関
係
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

○
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
（
第
二
条
関
係
）
…
４

○
原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
四
十
五
号
）
（
第
三
条
関
係
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
41

○
電
気
事
業
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
二
百
六
号
）
（
第
四
条
関
係
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
43

○
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
三
年
政
令
第
三
百
八
十
五
号
）
（
第
五
条
関
係
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
45

○
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
四
百
六
十
二
号
）
（
第
六
条
関
係
）
…
…
…
…
…
…
…
…
47

○
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
（
第
七
条
関

係
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
48

○
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
二
百
八

十
二
号
）
（
第
八
条
関
係
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
49

○
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
の
設
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
九
十
九
号
）
（
第
九
条
関
係
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
50

○
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法

律
の
適
用
の
特
例
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
五
十
三
号
）
（
第
十
条
関
係
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
51
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○
輸
出
貿
易
管
理
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
三
百
七
十
八
号
）
（
第
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
表
第
二
（
第
二
条
、
第
四
条
、
第
十
一
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
二
条
、
第
四
条
、
第
十
一
条
関
係
）

貨
物

地
域

貨
物

地
域

一
～
一

（
略
）

（
略
）

一
～
一

（
略
）

九

九

二
〇

核
原
料
物
質
及
び
核
燃
料
物
質
（
使
用

全
地
域

二
〇

核
原
料
物
質
及
び
核
燃
料
物
質
（
使
用

全
地
域

済
燃
料
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質

済
燃
料
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質

及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（

及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（

昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）

昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）

第
二
条
第
十
項
に
規
定
す
る
使
用
済
燃

第
二
条
第
九
項
に
規
定
す
る
使
用
済
燃

料
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
含
む
。

料
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
含
む
。

以
下
同
じ
。
）

以
下
同
じ
。
）

二
一
～

（
略
）

（
略
）

二
一
～

（
略
）

（
略
）

四
五

四
五
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○
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
四
十
四
号
）
（
第
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
原
子
炉
の
運
転
等
）

（
原
子
炉
の
運
転
等
）

第
一
条

原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と

第
一
条

原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
第
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の

い
う
。
）
第
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の

は
、
次
の
行
為
（
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
に

は
、
次
の
行
為
（
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
行
為
が
行
わ
れ
る
工
場
又
は
事

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
行
為
が
行
わ
れ
る
工
場
又
は
事

業
所
（
原
子
炉
を
船
舶
に
設
置
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の

業
所
（
原
子
炉
を
船
舶
に
設
置
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の

船
舶
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
当
該
行
為
に
付
随
し
て
す
る

船
舶
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
当
該
行
為
に
付
随
し
て
す
る

第
六
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
物
の
運
搬
、
貯
蔵
又
は
廃
棄

第
六
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
物
の
運
搬
、
貯
蔵
又
は
廃
棄

を
含
む
。
）
と
す
る
。

を
含
む
。
）
と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

前
各
号
に
掲
げ
る
行
為
が
行
わ
れ
る
工
場
又
は
事
業
所
の

六

前
各
号
に
掲
げ
る
行
為
が
行
わ
れ
る
工
場
又
は
事
業
所
の

外
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
当
該
行
為
に
付
随
し
て
す
る
次
に
掲

外
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
当
該
行
為
に
付
随
し
て
す
る
次
に
掲

げ
る
物
の
運
搬
、
貯
蔵
又
は
廃
棄
（
前
各
号
に
掲
げ
る
行
為

げ
る
物
の
運
搬
、
貯
蔵
又
は
廃
棄
（
前
各
号
に
掲
げ
る
行
為

が
行
わ
れ
る
他
の
原
子
力
事
業
者
の
工
場
又
は
事
業
所
に
お

が
行
わ
れ
る
他
の
原
子
力
事
業
者
の
工
場
又
は
事
業
所
に
お

い
て
当
該
他
の
原
子
力
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
当
該
行
為
に
付

い
て
当
該
他
の
原
子
力
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
当
該
行
為
に
付

随
し
て
す
る
も
の
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
も
の
を
除
く

随
し
て
す
る
も
の
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
も
の
を
除
く

。
）

。
）

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

規
制
法
第
二
条
第
十
項
に
規
定
す
る
使
用
済
燃
料

ロ

規
制
法
第
二
条
第
九
項
に
規
定
す
る
使
用
済
燃
料

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）
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○
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
法
施
行
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
二
百
五
十
七
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
実
用
再
処
理
施
設
）

（
実
用
再
処
理
施
設
）

第
一
条

原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う

第
一
条

原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う

。
）
第
三
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

。
）
第
三
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

も
の
は
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質

も
の
は
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質

及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第

及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第

百
六
十
六
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
原
子
炉
等
規
制
法
」

百
六
十
六
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
原
子
炉
等
規
制
法
」

と
い
う
。
）
第
四
十
三
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
実
用
発
電

と
い
う
。
）
第
四
十
三
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
実
用
発
電

用
原
子
炉
を
い
う
。
）
に
お
い
て
燃
料
と
し
て
使
用
し
た
核
燃

用
原
子
炉
を
い
う
。
）
に
お
い
て
燃
料
と
し
て
使
用
し
た
核
燃

料
物
質
（
原
子
力
基
本
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
八
十
六
号

料
物
質
（
原
子
力
基
本
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
八
十
六
号

）
第
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
核
燃
料
物
質
を
い
う
。
）
に
係

）
第
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
核
燃
料
物
質
を
い
う
。
）
に
係

る
再
処
理
（
原
子
炉
等
規
制
法
第
二
条
第
十
項
に
規
定
す
る
再

る
再
処
理
（
原
子
炉
等
規
制
法
第
二
条
第
九
項
に
規
定
す
る
再

処
理
を
い
う
。
）
を
行
う
再
処
理
施
設
（
原
子
炉
等
規
制
法
第

処
理
を
い
う
。
）
を
行
う
再
処
理
施
設
（
原
子
炉
等
規
制
法
第

四
十
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
再
処
理
施
設
を
い
う
。

四
十
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
再
処
理
施
設
を
い
う
。

）
で
あ
っ
て
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
も
の
以
外
の
も
の
と
す

）
で
あ
っ
て
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
も
の
以
外
の
も
の
と
す

る
。

る
。
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○
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）

（
第
二
条
関
係
）
（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

定
義
（
第
一
条
―
第
三
条
）

第
一
章

定
義
（
第
一
条
―
第
三
条
）

第
二
章

製
錬
及
び
加
工
の
事
業
に
関
す
る
規
制
（
第
四
条
―

第
二
章

製
錬
及
び
加
工
の
事
業
に
関
す
る
規
制
（
第
四
条
―

第
十
一
条
）

第
十
一
条
）

第
三
章

原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
制

第
三
章

原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
制
（
第
十
二

第
一
節

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す

条
―
第
二
十
条
）

る
規
制
（
第
十
二
条
―
第
二
十
条
）

第
二
節

発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
制

（
第
二
十
条
の
二
―
第
二
十
条
の
六
）

第
四
章

貯
蔵
、
再
処
理
及
び
廃
棄
の
事
業
に
関
す
る
規
制
（

第
四
章

貯
蔵
、
再
処
理
及
び
廃
棄
の
事
業
に
関
す
る
規
制
（

第
二
十
一
条
―
第
三
十
七
条
）

第
二
十
一
条
―
第
三
十
七
条
）

第
五
章

核
燃
料
物
質
、
核
原
料
物
質
及
び
国
際
規
制
物
資
の

第
五
章

核
燃
料
物
質
、
核
原
料
物
質
及
び
国
際
規
制
物
資
の

使
用
等
に
関
す
る
規
制
（
第
三
十
八
条
―
第
五
十
八

使
用
等
に
関
す
る
規
制
（
第
三
十
八
条
―
第
五
十
八

条
）

条
）

第
六
章

雑
則
（
第
五
十
九
条
―
第
六
十
五
条
）

第
六
章

雑
則
（
第
五
十
九
条
―
第
六
十
五
条
）

第
七
章

外
国
船
舶
に
係
る
担
保
金
等
の
提
供
に
よ
る
釈
放
等

第
七
章

外
国
船
舶
に
係
る
担
保
金
等
の
提
供
に
よ
る
釈
放
等

（
第
六
十
六
条
―
第
六
十
九
条
）

（
第
六
十
六
条
―
第
六
十
九
条
）

附
則

附
則

（
核
燃
料
取
扱
主
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

（
核
燃
料
取
扱
主
任
者
の
認
定
）
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者
の
認
定
）

第
十
一
条

（
略
）

第
十
一
条

（
略
）

第
三
章

原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
制

第
三
章

原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
制

第
一
節

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に

（
新
設
）

関
す
る
規
制

（
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
設
置
の
許
可
の
申
請
）

（
原
子
炉
の
設
置
の
許
可
の
申
請
）

第
十
二
条

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
許
可
は
、
試
験
研
究
用
等

第
十
二
条

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
許
可
は
、
原
子
炉
を
設
置

原
子
炉
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
工
場
又
は
事
業
所
（
試
験
研
究

し
よ
う
と
す
る
工
場
又
は
事
業
所
（
原
子
炉
を
船
舶
に
設
置
す

用
等
原
子
炉
を
船
舶
に
設
置
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
船

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
船
舶
）
ご
と
に
受
け
な
け
れ
ば
な

舶
）
ご
と
に
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ら
な
い
。

２

前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
試
験
研
究
用
等
原

２

前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
原
子
炉
の
設
置
に

子
炉
の
設
置
に
必
要
な
資
金
の
調
達
計
画
書
そ
の
他
原
子
力
規

必
要
な
資
金
の
調
達
計
画
書
そ
の
他
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則

制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
書
類
を
添
え
て
、
申
請
し
な
け
れ
ば

で
定
め
る
書
類
を
添
え
て
、
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。

（
外
国
原
子
力
船
に
設
置
し
た
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
に
係
る

（
外
国
原
子
力
船
に
設
置
し
た
原
子
炉
に
係
る
許
可
の
申
請
）

許
可
の
申
請
）

第
十
三
条

法
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
の
許
可
は
、
本
邦
の
水

第
十
三
条

法
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
の
許
可
は
、
本
邦
の
水

域
に
立
ち
入
ら
せ
よ
う
と
す
る
船
舶
ご
と
に
受
け
な
け
れ
ば
な

域
に
立
ち
入
ら
せ
よ
う
と
す
る
船
舶
ご
と
に
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ら
な
い
。

２

前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
試
験
研
究
用
等
原

２

前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
原
子
炉
施
設
に
関

子
炉
施
設
に
関
し
そ
の
安
全
性
を
説
明
す
る
書
類
そ
の
他
原
子

し
そ
の
安
全
性
を
説
明
す
る
書
類
そ
の
他
原
子
力
規
制
委
員
会

力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
書
類
を
添
え
て
、
申
請
し
な
け

規
則
で
定
め
る
書
類
を
添
え
て
、
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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れ
ば
な
ら
な
い
。

。

（
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
設
置
に
係
る
変
更
の
許
可
の
申
請

（
原
子
炉
の
設
置
に
係
る
変
更
の
許
可
の
申
請
）

）

第
十
四
条

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
設
置
者
（
法
第
三
十
九
条
第

第
十
四
条

原
子
炉
設
置
者
（
法
第
三
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に

五
項
の
規
定
に
よ
り
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
設
置
者
と
み
な
さ

よ
り
原
子
炉
設
置
者
と
み
な
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。

れ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項

）
は
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
許
可
を

の
規
定
に
よ
る
変
更
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
原

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め

子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
事
項

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力

を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ

規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

（
外
国
原
子
力
船
に
設
置
し
た
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
に
係
る

（
外
国
原
子
力
船
に
設
置
し
た
原
子
炉
に
係
る
変
更
の
許
可
の

変
更
の
許
可
の
申
請
）

申
請
）

第
十
五
条

（
略
）

第
十
五
条

（
略
）

（
施
設
定
期
検
査
を
受
け
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
）

（
施
設
定
期
検
査
を
受
け
る
原
子
炉
施
設
）

第
十
六
条

法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
試
験
研
究
用
等

第
十
六
条

法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
原
子
炉
施
設
の

原
子
炉
施
設
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
原
子
炉
本
体
、

う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
原
子
炉
本
体
、
核
燃
料
物
質
の

核
燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
、
貯
蔵
施
設
、
原
子
炉
冷
却
系
統
施

取
扱
施
設
、
貯
蔵
施
設
、
原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
、
計
測
制
御

設
、
計
測
制
御
系
統
施
設
、
廃
棄
施
設
、
放
射
線
管
理
施
設
、

系
統
施
設
、
廃
棄
施
設
、
放
射
線
管
理
施
設
、
原
子
炉
格
納
施

原
子
炉
格
納
施
設
及
び
非
常
用
電
源
設
備
そ
の
他
の
試
験
研
究

設
及
び
非
常
用
電
源
設
備
そ
の
他
の
原
子
炉
の
附
属
施
設
で
原

用
等
原
子
炉
の
附
属
施
設
で
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め

子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。
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（
運
転
計
画
の
届
出
を
要
し
な
い
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
）

（
運
転
計
画
の
届
出
を
要
し
な
い
原
子
炉
）

第
十
七
条

法
第
三
十
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
試
験
研
究

第
十
七
条

法
第
三
十
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
原
子
炉
は

用
等
原
子
炉
は
、
臨
界
実
験
装
置
（
炉
心
構
造
を
容
易
に
変
更

、
臨
界
実
験
装
置
（
炉
心
構
造
を
容
易
に
変
更
す
る
こ
と
が
で

す
る
こ
と
が
で
き
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
で
あ
つ
て
、
核
燃

き
る
原
子
炉
で
あ
つ
て
、
核
燃
料
物
質
の
臨
界
量
等
当
該
原
子

料
物
質
の
臨
界
量
等
当
該
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
核
特
性
を

炉
の
核
特
性
を
測
定
す
る
用
に
専
ら
供
す
る
も
の
を
い
う
。
別

測
定
す
る
用
に
専
ら
供
す
る
も
の
を
い
う
。
別
表
第
一
に
お
い

表
第
一
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
す
る
。

て
同
じ
。
）
と
す
る
。

（
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
係
る
防
護
措
置

（
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
係
る
防
護
措
置
が
必
要
な
場
合

が
必
要
な
場
合
）

）

第
十
八
条

法
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

第
十
八
条

法
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

場
合
は
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
お
い
て
防
護
対
象
特

場
合
は
、
原
子
炉
施
設
に
お
い
て
防
護
対
象
特
定
核
燃
料
物
質

定
核
燃
料
物
質
を
取
り
扱
う
場
合
と
す
る
。

を
取
り
扱
う
場
合
と
す
る
。

（
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
譲
受
け
の
許
可
の
申
請
等
）

（
原
子
炉
の
譲
受
け
の
許
可
の
申
請
等
）

第
十
九
条

法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
試
験
研
究
用

第
十
九
条

法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
原
子
炉
又
は

等
原
子
炉
又
は
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
含
む
一
体
と
し
て
の

原
子
炉
を
含
む
一
体
と
し
て
の
施
設
（
原
子
力
船
を
含
む
。
）

施
設
（
原
子
力
船
を
含
む
。
）
の
譲
受
け
の
許
可
を
受
け
よ
う

の
譲
受
け
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
原
子
力
規
制
委

と
す
る
者
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た

よ
り
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会

申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の
型
式
、
熱
出
力
及
び
基
数

四

原
子
炉
の
型
式
、
熱
出
力
及
び
基
数

五

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
設
置
し
て
い
る
工
場
又
は
事
業

五

原
子
炉
を
設
置
し
て
い
る
工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及
び
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所
の
名
称
及
び
所
在
地
（
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
を
船
舶
に

所
在
地
（
原
子
炉
を
船
舶
に
設
置
し
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て

設
置
し
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
船
舶
の
名
称
）

は
、
そ
の
船
舶
の
名
称
）

六

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備

六

原
子
炉
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備

七

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
に
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
核
燃
料

七

原
子
炉
に
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
核
燃
料
物
質
の
種
類
及

物
質
の
種
類
及
び
そ
の
年
間
予
定
使
用
量

び
そ
の
年
間
予
定
使
用
量

八

（
略
）

八

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
原
子
炉
主
任
技
術
者
免
状
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

（
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
認
定
）

者
の
認
定
）

第
二
十
条

（
略
）

第
二
十
条

（
略
）

第
二
節

発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る

（
新
設
）

規
制

（
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
の
許
可
の
申
請
）

第
二
十
条
の
二

法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
の
許
可
は
、

（
新
設
）

発
電
用
原
子
炉
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
工
場
又
は
事
業
所
ご
と

に
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
発
電
用
原
子
炉
の

設
置
に
必
要
な
資
金
の
調
達
計
画
書
そ
の
他
原
子
力
規
制
委
員

会
規
則
で
定
め
る
書
類
を
添
え
て
、
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
に
係
る
変
更
の
許
可
の
申
請
）
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第
二
十
条
の
三

発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
法
第
四
十
三
条
の

（
新
設
）

三
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ

の
代
表
者
の
氏
名

二

変
更
に
係
る
工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三

変
更
の
内
容

四

変
更
の
理
由

五

工
事
を
伴
う
と
き
は
、
そ
の
工
事
計
画

（
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
係
る
防
護
措
置
が
必
要

な
場
合
）

第
二
十
条
の
四

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
二
項
に
規
定

（
新
設
）

す
る
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
お
い
て

防
護
対
象
特
定
核
燃
料
物
質
を
取
り
扱
う
場
合
と
す
る
。

（
発
電
用
原
子
炉
の
譲
受
け
の
許
可
の
申
請
）

第
二
十
条
の
五

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
五
第
一
項
の
規
定

（
新
設
）

に
よ
り
発
電
用
原
子
炉
又
は
発
電
用
原
子
炉
を
含
む
一
体
と
し

て
の
施
設
の
譲
受
け
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
原
子

力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
事
項
を

記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
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一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ

の
代
表
者
の
氏
名

二

譲
受
け
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法

人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

三

使
用
の
目
的

四

発
電
用
原
子
炉
の
型
式
、
熱
出
力
及
び
基
数

五

発
電
用
原
子
炉
を
設
置
し
て
い
る
工
場
又
は
事
業
所
の
名

称
及
び
所
在
地

六

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備

七

発
電
用
原
子
炉
に
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
核
燃
料
物
質
の

種
類
及
び
そ
の
年
間
予
定
使
用
量

八

使
用
済
燃
料
の
処
分
の
方
法

九

発
電
用
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
放
射
線
の
管
理
に
関
す
る

事
項

十

発
電
用
原
子
炉
の
炉
心
の
著
し
い
損
傷
そ
の
他
の
事
故
が

発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
事
故
に
対
処
す
る
た
め
に
必

要
な
施
設
及
び
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項

（
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
の
期
間
の
延
長
に
係
る
期
間
の
上
限

）
第
二
十
条
の
六

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
一
第
三
項
に
規
定

（
新
設
）

す
る
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
二
十
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
原

子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号

）
附
則
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
既
設
発

電
用
原
子
炉
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
既
設
発
電
用
原
子
炉
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を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
五

十
七
年
か
ら
当
該
既
設
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
の
工
事
に
つ
い

て
最
初
に
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
附
則
第
四
十
一
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百

七
十
号
）
第
四
十
九
条
第
一
項
の
検
査
に
合
格
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲

げ
る
規
定
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
を
控
除
し
た
期
間

と
す
る
。

（
廃
棄
に
関
す
る
確
認
を
要
す
る
場
合
）

（
廃
棄
に
関
す
る
確
認
を
要
す
る
場
合
）

第
四
十
六
条

法
第
五
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め

第
四
十
六
条

法
第
五
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め

る
場
合
は
、
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ

る
場
合
は
、
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ

れ
た
物
を
こ
れ
ら
の
廃
棄
施
設
に
廃
棄
す
る
場
合
（
核
燃
料
物

れ
た
物
を
こ
れ
ら
の
廃
棄
施
設
に
廃
棄
す
る
場
合
（
核
燃
料
物

質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
で
廃
棄
し
よ
う

質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
で
廃
棄
し
よ
う

と
す
る
も
の
を
輸
入
し
た
製
錬
事
業
者
、
加
工
事
業
者
、
試
験

と
す
る
も
の
を
輸
入
し
た
製
錬
事
業
者
、
加
工
事
業
者
、
原
子

研
究
用
等
原
子
炉
設
置
者
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
、
再
処
理

炉
設
置
者
、
再
処
理
事
業
者
又
は
使
用
者
が
こ
れ
を
廃
棄
す
る

事
業
者
又
は
使
用
者
が
こ
れ
を
廃
棄
す
る
場
合
を
除
く
。
）
及

場
合
を
除
く
。
）
及
び
法
第
六
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
該

び
法
第
六
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
該
当
し
て
こ
れ
ら
の
海

当
し
て
こ
れ
ら
の
海
洋
投
棄
を
す
る
場
合
以
外
の
場
合
と
す
る

洋
投
棄
を
す
る
場
合
以
外
の
場
合
と
す
る
。

。

（
原
子
力
施
設
検
査
官
、
原
子
力
保
安
検
査
官
及
び
核
物
質
防

（
原
子
力
施
設
検
査
官
、
原
子
力
保
安
検
査
官
及
び
核
物
質
防

護
検
査
官
の
定
数
及
び
資
格
）

護
検
査
官
の
定
数
及
び
資
格
）

第
六
十
条

原
子
力
施
設
検
査
官
の
定
数
は
二
百
二
十
四
人
と
す

第
六
十
条

原
子
力
施
設
検
査
官
の
定
数
は
七
十
六
人
と
す
る
。

る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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４

原
子
力
施
設
検
査
官
は
加
工
施
設
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉

４

原
子
力
施
設
検
査
官
は
加
工
施
設
、
原
子
炉
施
設
、
使
用
済

施
設
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
、
再
処

燃
料
貯
蔵
施
設
、
再
処
理
施
設
、
廃
棄
物
埋
設
施
設
、
廃
棄
物

理
施
設
、
廃
棄
物
埋
設
施
設
、
廃
棄
物
管
理
施
設
又
は
使
用
施

管
理
施
設
又
は
使
用
施
設
等
の
構
造
、
性
能
及
び
保
安
に
つ
い

設
等
の
構
造
、
性
能
及
び
保
安
に
つ
い
て
、
相
当
の
知
識
及
び

て
、
相
当
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

経
験
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
。

５

原
子
力
保
安
検
査
官
は
製
錬
事
業
者
、
加
工
事
業
者
、
試
験

５

原
子
力
保
安
検
査
官
は
製
錬
事
業
者
、
加
工
事
業
者
、
原
子

研
究
用
等
原
子
炉
設
置
者
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
、
使
用
済

炉
設
置
者
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
事
業
者
、
再
処
理
事
業
者
、
廃

燃
料
貯
蔵
事
業
者
、
再
処
理
事
業
者
、
廃
棄
事
業
者
又
は
使
用

棄
事
業
者
又
は
使
用
者
が
講
ず
べ
き
保
安
の
た
め
に
必
要
な
措

者
が
講
ず
べ
き
保
安
の
た
め
に
必
要
な
措
置
（
保
安
教
育
を
含

置
（
保
安
教
育
を
含
む
。
）
並
び
に
製
錬
施
設
、
加
工
施
設
、

む
。
）
並
び
に
製
錬
施
設
、
加
工
施
設
、
試
験
研
究
用
等
原
子

原
子
炉
施
設
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
、
再
処
理
施
設
、
廃
棄

炉
施
設
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
、
再

物
埋
設
施
設
、
廃
棄
物
管
理
施
設
又
は
使
用
施
設
等
の
構
造
及

処
理
施
設
、
廃
棄
物
埋
設
施
設
、
廃
棄
物
管
理
施
設
又
は
使
用

び
性
能
に
つ
い
て
、
相
当
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
で
な

施
設
等
の
構
造
及
び
性
能
に
つ
い
て
、
相
当
の
知
識
及
び
経
験

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

核
物
質
防
護
検
査
官
は
製
錬
事
業
者
、
加
工
事
業
者
、
試
験

６

核
物
質
防
護
検
査
官
は
製
錬
事
業
者
、
加
工
事
業
者
、
原
子

研
究
用
等
原
子
炉
設
置
者
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
、
使
用
済

炉
設
置
者
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
事
業
者
、
再
処
理
事
業
者
、
廃

燃
料
貯
蔵
事
業
者
、
再
処
理
事
業
者
、
廃
棄
事
業
者
又
は
使
用

棄
事
業
者
又
は
使
用
者
が
講
ず
べ
き
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護

者
が
講
ず
べ
き
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
の
た
め
に
必
要
な
措

の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
、
相
当
の
知
識
及
び
経
験
を

置
に
つ
い
て
、
相
当
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
で
な
け
れ

有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

（
届
出
を
受
理
し
た
場
合
に
お
け
る
通
報
等
）

（
届
出
を
受
理
し
た
場
合
に
お
け
る
通
報
等
）

第
六
十
二
条

法
第
七
十
一
条
第
六
項
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は

第
六
十
二
条

法
第
七
十
一
条
第
六
項
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は

、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
（
船
舶
に
設
置
す
る
試
験
研
究
用

一

発
電
用
原
子
炉
以
外
の
原
子
炉
（
船
舶
に
設
置
す
る
原
子
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等
原
子
炉
を
除
く
。
）
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
設
置

炉
を
除
く
。
）
に
係
る
原
子
炉
設
置
者
に
よ
る
法
第
二
十
六

者
に
よ
る
法
第
二
十
六
条
第
二
項
又
は
第
三
十
二
条
第
二
項

条
第
二
項
又
は
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の

の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

受
理

二

実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
に
よ

二

実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
原
子
炉
設
置
者
に
よ
る
法
第

る
法
第
四
十
三
条
の
三
の
八
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は

二
十
六
条
第
二
項
又
は
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

第
四
十
三
条
の
三
の
十
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受

届
出
の
受
理

理
三

研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
設

三

研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
原
子
炉
設
置
者
に

置
者
に
よ
る
法
第
四
十
三
条
の
三
の
八
第
三
項
若
し
く
は
第

よ
る
法
第
二
十
六
条
第
二
項
又
は
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規

四
項
又
は
第
四
十
三
条
の
三
の
十
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

定
に
よ
る
届
出
の
受
理

届
出
の
受
理

四

船
舶
に
設
置
す
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
（
研
究
開
発
段

四

船
舶
に
設
置
す
る
原
子
炉
（
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
も
の

階
に
あ
る
も
の
限
る
。
）
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
設

に
限
る
。
）
に
係
る
原
子
炉
設
置
者
に
よ
る
法
第
二
十
六
条

置
者
に
よ
る
法
第
二
十
六
条
第
二
項
又
は
第
三
十
二
条
第
二

第
二
項
又
は
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

理

五

船
舶
に
設
置
す
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
（
研
究
開
発
段

五

船
舶
に
設
置
す
る
原
子
炉
（
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
も
の

階
に
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉

を
除
く
。
）
に
係
る
原
子
炉
設
置
者
又
は
外
国
原
子
力
船
運

設
置
者
又
は
外
国
原
子
力
船
運
航
者
に
よ
る
法
第
二
十
六
条

航
者
に
よ
る
法
第
二
十
六
条
第
二
項
、
第
二
十
六
条
の
二
第

第
二
項
、
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
又
は
第
三
十
二
条
第
二

二
項
又
は
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

六

（
略
）

六

（
略
）

七

法
第
十
二
条
の
六
第
八
項
（
法
第
二
十
二
条
の
八
第
三
項

七

法
第
十
二
条
の
六
第
八
項
（
法
第
二
十
二
条
の
八
第
三
項

、
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
三
項
、
第
四
十
三
条
の
二

、
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
、
第
四
十
三
条
の
二
十
七

十
七
第
三
項
、
第
五
十
条
の
五
第
三
項
及
び
第
五
十
一
条
の

第
三
項
、
第
五
十
条
の
五
第
三
項
及
び
第
五
十
一
条
の
二
十

二
十
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は

五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
十
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第
十
二
条
の
七
第
九
項
（
法
第
二
十
二
条
の
九
第
五
項
、
第

二
条
の
七
第
九
項
（
法
第
二
十
二
条
の
九
第
五
項
、
第
四
十

四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
四
項
、
第
四
十
三
条
の
二
十
八

三
条
の
三
の
三
第
四
項
、
第
四
十
三
条
の
二
十
八
第
四
項
、

第
四
項
、
第
五
十
一
条
第
四
項
及
び
第
五
十
一
条
の
二
十
六

第
五
十
一
条
第
四
項
及
び
第
五
十
一
条
の
二
十
六
第
四
項
に

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
確
認
（

る
確
認
（
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
三
項
に
お
い
て

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
八
項
又
は
法
第
四
十
三
条
の

十
二
条
の
六
第
八
項
又
は
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
第
四
項

三
の
三
十
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
七

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
七
第
九
項
の
規
定
に
よ

第
九
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
に
あ
つ
て
は
、
実
用
発
電
用
原

る
確
認
に
あ
つ
て
は
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
も
の
に

子
炉
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

限
る
。
）

八

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

八

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

る
法
第
十
二
条
の
六
第
八
項
又
は
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三

第
十
二
条
の
六
第
八
項
又
は
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
第
四

十
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
七
第
九
項

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
七
第
九
項
の
規
定
に

の
規
定
に
よ
る
確
認
（
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
に
係

よ
る
確
認
（
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
も
の
に

る
も
の
に
限
る
。
）

限
る
。
）

九

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

九

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
十
二
条
の
六
第
八
項
又
は
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
第
四

第
十
二
条
の
六
第
八
項
又
は
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
第
四

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
七
第
九
項
の
規
定
に

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
七
第
九
項
の
規
定
に

よ
る
確
認
（
船
舶
に
設
置
す
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
で
あ

よ
る
確
認
（
船
舶
に
設
置
す
る
原
子
炉
（
研
究
開
発
段
階
に

つ
て
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
も
の
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

あ
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
発
電
用
原
子
炉
以
外
の
原
子
炉

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

十
・
十
一

（
略
）

十
・
十
一

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

（
国
家
公
安
委
員
会
等
と
の
関
係
）

（
国
家
公
安
委
員
会
等
と
の
関
係
）

第
六
十
三
条

法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
原
子
力
規

第
六
十
三
条

法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
原
子
力
規
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制
委
員
会
が
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
は
、
次
の
表

制
委
員
会
が
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
は
、
次
の
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

る
者
と
す
る
。

る
者
と
す
る
。

一

船
舶
に
設
置
す
る
試
験

国
家
公
安
委
員
会
及
び
海
上
保
安

一

船
舶
に
設
置
す
る
原
子

国
家
公
安
委
員
会
及
び
海
上
保
安

研
究
用
等
原
子
炉
に
係
る

庁
長
官

炉
に
係
る
核
物
質
防
護
規

庁
長
官

核
物
質
防
護
規
定
に
つ
い

定
に
つ
い
て
法
第
四
十
三

て
法
第
四
十
三
条
の
二
第

条
の
二
第
一
項
の
認
可
を

一
項
の
認
可
を
す
る
場
合

す
る
場
合

二

試
験
研
究
用
等
原
子
炉

国
家
公
安
委
員
会
及
び
海
上
保
安

二

原
子
炉
で
あ
つ
て
前
号

国
家
公
安
委
員
会
及
び
海
上
保
安

で
あ
つ
て
前
号
に
規
定
す

庁
長
官

に
規
定
す
る
も
の
以
外
の

庁
長
官

る
も
の
以
外
の
も
の
の
う

も
の
の
う
ち
原
子
力
規
制

ち
原
子
力
規
制
委
員
会
が

委
員
会
が
告
示
で
定
め
る

告
示
で
定
め
る
も
の
に
係

も
の
に
係
る
核
物
質
防
護

る
核
物
質
防
護
規
定
に
つ

規
定
に
つ
い
て
法
第
四
十

い
て
法
第
四
十
三
条
の
二

三
条
の
二
第
一
項
の
認
可

第
一
項
の
認
可
を
す
る
場

を
す
る
場
合

合
三

発
電
用
原
子
炉
の
う
ち

国
家
公
安
委
員
会
及
び
海
上
保
安

（
新
設
）

（
新
設
）

原
子
力
規
制
委
員
会
が
告

庁
長
官

示
で
定
め
る
も
の
（
以
下

「
特
定
発
電
用
原
子
炉
」

と
い
う
。
）
に
係
る
核
物
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質
防
護
規
定
に
つ
い
て
法

第
四
十
三
条
の
三
の
二
十

七
第
一
項
の
認
可
を
す
る

場
合

四

（
略
）

（
略
）

三

（
略
）

（
略
）

五

試
験
研
究
用
等
原
子
炉

国
家
公
安
委
員
会

四

原
子
炉
又
は
製
錬
施
設

国
家
公
安
委
員
会

若
し
く
は
発
電
用
原
子
炉

等
で
あ
つ
て
前
三
号
に
規

又
は
製
錬
施
設
等
で
あ
つ

定
す
る
も
の
以
外
の
も
の

て
前
各
号
に
規
定
す
る
も

に
係
る
核
物
質
防
護
規
定

の
以
外
の
も
の
に
係
る
核

に
つ
い
て
法
第
七
十
二
条

物
質
防
護
規
定
に
つ
い
て

第
一
項
に
規
定
す
る
規
定

法
第
七
十
二
条
第
一
項
に

に
よ
り
認
可
を
す
る
場
合

規
定
す
る
規
定
に
よ
り
認

可
を
す
る
場
合

六

船
舶
に
設
置
す
る
試
験

国
家
公
安
委
員
会
及
び
海
上
保
安

五

船
舶
に
設
置
す
る
原
子

国
家
公
安
委
員
会
及
び
海
上
保
安

研
究
用
等
原
子
炉
に
係
る

庁
長
官

炉
に
係
る
原
子
炉
施
設
又

庁
長
官

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施

は
製
錬
施
設
、
加
工
施
設

設
又
は
製
錬
施
設
、
加
工

、
原
子
炉
施
設
（
船
舶
に

施
設
、
試
験
研
究
用
等
原

設
置
す
る
原
子
炉
に
係
る

子
炉
施
設
（
船
舶
に
設
置

原
子
炉
施
設
を
除
く
。
）

す
る
試
験
研
究
用
等
原
子

、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設

炉
に
係
る
試
験
研
究
用
等

、
再
処
理
施
設
、
廃
棄
物
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原
子
炉
施
設
を
除
く
。
）

埋
設
施
設
、
廃
棄
物
管
理

、
発
電
用
原
子
炉
施
設
、

施
設
若
し
く
は
使
用
施
設

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
、

の
う
ち
原
子
力
規
制
委
員

再
処
理
施
設
、
廃
棄
物
埋

会
が
告
示
で
定
め
る
も
の

設
施
設
、
廃
棄
物
管
理
施

が
法
第
六
十
四
条
の
二
第

設
若
し
く
は
使
用
施
設
の

一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定

う
ち
原
子
力
規
制
委
員
会

原
子
力
施
設
の
指
定
を
受

が
告
示
で
定
め
る
も
の
が

け
た
場
合
に
お
い
て
、
こ

法
第
六
十
四
条
の
二
第
一

れ
ら
の
施
設
に
係
る
実
施

項
の
規
定
に
よ
り
特
定
原

計
画
（
同
条
第
二
項
に
規

子
力
施
設
の
指
定
を
受
け

定
す
る
実
施
計
画
を
い
う

た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ

。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い

ら
の
施
設
に
係
る
実
施
計

て
法
第
六
十
四
条
の
三
第

画
（
同
条
第
二
項
に
規
定

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の

す
る
実
施
計
画
を
い
う
。

認
可
（
特
定
核
燃
料
物
質

以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て

の
防
護
の
た
め
に
必
要
な

法
第
六
十
四
条
の
三
第
一

措
置
に
係
る
も
の
に
限
る

項
若
し
く
は
第
二
項
の
認

。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。

可
（
特
定
核
燃
料
物
質
の

）
を
す
る
場
合

防
護
の
た
め
に
必
要
な
措

置
に
係
る
も
の
に
限
る
。

次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
す
る
場
合

七

製
錬
施
設
、
加
工
施
設

国
家
公
安
委
員
会

六

製
錬
施
設
、
加
工
施
設

国
家
公
安
委
員
会
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、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉

、
原
子
炉
施
設
（
船
舶
に

施
設
（
船
舶
に
設
置
す
る

設
置
す
る
原
子
炉
に
係
る

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
に

原
子
炉
施
設
を
除
く
。
）

係
る
試
験
研
究
用
等
原
子

、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設

炉
施
設
を
除
く
。
）
、
発

、
再
処
理
施
設
、
廃
棄
物

電
用
原
子
炉
施
設
、
使
用

埋
設
施
設
、
廃
棄
物
管
理

済
燃
料
貯
蔵
施
設
、
再
処

施
設
又
は
使
用
施
設
で
あ

理
施
設
、
廃
棄
物
埋
設
施

つ
て
前
号
に
規
定
す
る
も

設
、
廃
棄
物
管
理
施
設
又

の
以
外
の
も
の
が
法
第
六

は
使
用
施
設
で
あ
つ
て
前

十
四
条
の
二
第
一
項
の
規

号
に
規
定
す
る
も
の
以
外

定
に
よ
り
特
定
原
子
力
施

の
も
の
が
法
第
六
十
四
条

設
の
指
定
を
受
け
た
場
合

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
施

り
特
定
原
子
力
施
設
の
指

設
に
係
る
実
施
計
画
に
つ

定
を
受
け
た
場
合
に
お
い

い
て
法
第
六
十
四
条
の
三

て
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
係

第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

る
実
施
計
画
に
つ
い
て
法

の
認
可
を
す
る
場
合

第
六
十
四
条
の
三
第
一
項

若
し
く
は
第
二
項
の
認
可

を
す
る
場
合

２

法
第
七
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
述
べ
る
こ
と

２

法
第
七
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
者
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
意
見
の
区
分
に
応

が
で
き
る
者
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
意
見
の
区
分
に
応

じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。
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一

船
舶
に
設
置
す
る
試
験

国
家
公
安
委
員
会
及
び
海
上
保
安

一

船
舶
に
設
置
す
る
原
子

国
家
公
安
委
員
会
及
び
海
上
保
安

研
究
用
等
原
子
炉
に
係
る

庁
長
官

炉
に
係
る
原
子
炉
設
置
者

庁
長
官

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
設

に
つ
い
て
の
法
第
七
十
二

置
者
に
つ
い
て
の
法
第
七

条
第
二
項
に
規
定
す
る
規

十
二
条
第
二
項
に
規
定
す

定
の
運
用
に
関
す
る
意
見

る
規
定
の
運
用
に
関
す
る

意
見

二

試
験
研
究
用
等
原
子
炉

国
家
公
安
委
員
会
及
び
海
上
保
安

二

原
子
炉
で
あ
つ
て
前
号

国
家
公
安
委
員
会
及
び
海
上
保
安

で
あ
つ
て
前
号
に
規
定
す

庁
長
官

に
規
定
す
る
も
の
以
外
の

庁
長
官

る
も
の
以
外
の
も
の
の
う

も
の
の
う
ち
原
子
力
規
制

ち
原
子
力
規
制
委
員
会
が

委
員
会
が
告
示
で
定
め
る

告
示
で
定
め
る
も
の
に
係

も
の
に
係
る
原
子
炉
設
置

る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉

者
に
つ
い
て
の
法
第
七
十

設
置
者
に
つ
い
て
の
法
第

二
条
第
二
項
に
規
定
す
る

七
十
二
条
第
二
項
に
規
定

規
定
の
運
用
に
関
す
る
意

す
る
規
定
の
運
用
に
関
す

見

る
意
見

三

特
定
発
電
用
原
子
炉
に

国
家
公
安
委
員
会
及
び
海
上
保
安

（
新
設
）

（
新
設
）

係
る
発
電
用
原
子
炉
設
置

庁
長
官

者
に
つ
い
て
の
法
第
七
十

二
条
第
二
項
に
規
定
す
る

規
定
の
運
用
に
関
す
る
意

見
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四

（
略
）

（
略
）

三

（
略
）

（
略
）

五

試
験
研
究
用
等
原
子
炉

国
家
公
安
委
員
会

四

原
子
炉
又
は
製
錬
施
設

国
家
公
安
委
員
会

若
し
く
は
発
電
用
原
子
炉

等
で
あ
つ
て
前
三
号
に
規

又
は
製
錬
施
設
等
で
あ
つ

定
す
る
も
の
以
外
の
も
の

て
前
各
号
に
規
定
す
る
も

に
係
る
原
子
炉
設
置
者
、

の
以
外
の
も
の
に
係
る
試

製
錬
事
業
者
、
加
工
事
業

験
研
究
用
等
原
子
炉
設
置

者
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
事

者
、
発
電
用
原
子
炉
設
置

業
者
、
再
処
理
事
業
者
、

者
、
製
錬
事
業
者
、
加
工

廃
棄
事
業
者
又
は
使
用
者

事
業
者
、
使
用
済
燃
料
貯

に
つ
い
て
の
法
第
七
十
二

蔵
事
業
者
、
再
処
理
事
業

条
第
二
項
に
規
定
す
る
規

者
、
廃
棄
事
業
者
又
は
使

定
の
運
用
に
関
す
る
意
見

用
者
に
つ
い
て
の
法
第
七

十
二
条
第
二
項
に
規
定
す

る
規
定
の
運
用
に
関
す
る

意
見

六
～
八

（
略
）

（
略
）

五
～
七

（
略
）

（
略
）

第
六
十
四
条

法
第
七
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
原
子
力
規

第
六
十
四
条

法
第
七
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
原
子
力
規

制
委
員
会
が
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
は
、
次
の
表
の
上

制
委
員
会
が
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
は
、
次
の
表
の
上

欄
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者

欄
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者

と
す
る
。

と
す
る
。
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一

船
舶
に
設
置
す
る
試
験

国
家
公
安
委
員
会
及
び
海
上
保
安

一

船
舶
に
設
置
す
る
原
子

国
家
公
安
委
員
会
及
び
海
上
保
安

研
究
用
等
原
子
炉
に
係
る

庁
長
官

炉
に
係
る
原
子
炉
設
置
者

庁
長
官

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
設

（
当
該
原
子
炉
を
設
置
し

置
者
（
当
該
試
験
研
究
用

よ
う
と
す
る
者
及
び
当
該

等
原
子
炉
を
設
置
し
よ
う

原
子
炉
に
係
る
旧
原
子
炉

と
す
る
者
及
び
当
該
試
験

設
置
者
等
を
含
む
。
次
号

研
究
用
等
原
子
炉
に
係
る

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ

旧
試
験
研
究
用
等
原
子
炉

い
て
法
第
七
十
二
条
第
五

設
置
者
等
を
含
む
。
次
号

項
に
規
定
す
る
規
定
に
よ

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ

る
処
分
、
届
出
の
受
理
そ

い
て
法
第
七
十
二
条
第
五

の
他
の
行
為
（
以
下
こ
の

項
に
規
定
す
る
規
定
に
よ

条
に
お
い
て
「
処
分
等
」

る
処
分
、
届
出
の
受
理
そ

）
と
い
う
。
）
を
し
た
場

の
他
の
行
為
（
以
下
こ
の

合

条
に
お
い
て
「
処
分
等
」

）
と
い
う
。
）
を
し
た
場

合
二

試
験
研
究
用
等
原
子
炉

国
家
公
安
委
員
会
及
び
海
上
保
安

二

原
子
炉
で
あ
つ
て
前
号

国
家
公
安
委
員
会
及
び
海
上
保
安

で
あ
つ
て
前
号
に
規
定
す

庁
長
官

に
規
定
す
る
も
の
以
外
の

庁
長
官

る
も
の
以
外
の
も
の
の
う

も
の
の
う
ち
原
子
力
規
制

ち
原
子
力
規
制
委
員
会
が

委
員
会
が
告
示
で
定
め
る

告
示
で
定
め
る
も
の
に
係

も
の
に
係
る
原
子
炉
設
置

る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉

者
に
つ
い
て
法
第
七
十
二
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設
置
者
に
つ
い
て
法
第
七

条
第
五
項
に
規
定
す
る
規

十
二
条
第
五
項
に
規
定
す

定
に
よ
る
処
分
等
を
し
た

る
規
定
に
よ
る
処
分
等
を

場
合

し
た
場
合

三

特
定
発
電
用
原
子
炉
に

国
家
公
安
委
員
会
及
び
海
上
保
安

（
新
設
）

（
新
設
）

係
る
発
電
用
原
子
炉
設
置

庁
長
官

者
（
当
該
特
定
発
電
用
原

子
炉
を
設
置
し
よ
う
と
す

る
者
及
び
当
該
特
定
発
電

用
原
子
炉
に
係
る
旧
発
電

用
原
子
炉
設
置
者
等
を
含

む
。
）
に
つ
い
て
法
第
七

十
二
条
第
五
項
に
規
定
す

る
規
定
に
よ
る
処
分
等
を

し
た
場
合

四

第
一
号
又
は
第
二
号
に

国
家
公
安
委
員
会
及
び
海
上
保
安

三

前
二
号
に
規
定
す
る
原

国
家
公
安
委
員
会
及
び
海
上
保
安

規
定
す
る
試
験
研
究
用
等

庁
長
官

子
炉
に
係
る
原
子
炉
設
置

庁
長
官

原
子
炉
に
係
る
試
験
研
究

者
か
ら
そ
の
設
置
し
た
原

用
等
原
子
炉
設
置
者
か
ら

子
炉
又
は
原
子
炉
を
含
む

そ
の
設
置
し
た
試
験
研
究

一
体
と
し
て
の
施
設
を
譲

用
等
原
子
炉
又
は
試
験
研

り
受
け
よ
う
と
す
る
者
に

究
用
等
原
子
炉
を
含
む
一

つ
い
て
法
第
三
十
九
条
第

体
と
し
て
の
施
設
を
譲
り

一
項
の
許
可
を
し
た
場
合
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受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ

い
て
法
第
三
十
九
条
第
一

項
の
許
可
を
し
た
場
合

五

特
定
発
電
用
原
子
炉
に

国
家
公
安
委
員
会
及
び
海
上
保
安

（
新
設
）

（
新
設
）

係
る
発
電
用
原
子
炉
設
置

庁
長
官

者
か
ら
そ
の
設
置
し
た
特

定
発
電
用
原
子
炉
又
は
特

定
発
電
用
原
子
炉
を
含
む

一
体
と
し
て
の
施
設
を
譲

り
受
け
よ
う
と
す
る
者
に

つ
い
て
法
第
四
十
三
条
の

三
の
二
十
五
第
一
項
の
許

可
を
し
た
場
合

六

試
験
研
究
用
等
原
子
炉

国
家
公
安
委
員
会

四

原
子
炉
で
あ
つ
て
第
一

国
家
公
安
委
員
会

で
あ
つ
て
第
一
号
若
し
く

号
若
し
く
は
第
二
号
に
規

は
第
二
号
に
規
定
す
る
も

定
す
る
も
の
以
外
の
も
の

の
以
外
の
も
の
に
係
る
試

に
係
る
原
子
炉
設
置
者
（

験
研
究
用
等
原
子
炉
設
置

当
該
原
子
炉
を
設
置
し
よ

者
（
当
該
試
験
研
究
用
等

う
と
す
る
者
及
び
当
該
原

原
子
炉
を
設
置
し
よ
う
と

子
炉
に
係
る
旧
原
子
炉
設

す
る
者
及
び
当
該
試
験
研

置
者
等
を
含
む
。
）
又
は

究
用
等
原
子
炉
に
係
る
旧

当
該
原
子
炉
に
係
る
原
子

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
設

炉
設
置
者
か
ら
そ
の
設
置
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置
者
等
を
含
む
。
）
又
は

し
た
原
子
炉
若
し
く
は
原

当
該
試
験
研
究
用
等
原
子

子
炉
を
含
む
一
体
と
し
て

炉
に
係
る
試
験
研
究
用
等

の
施
設
を
譲
り
受
け
よ
う

原
子
炉
設
置
者
か
ら
そ
の

と
す
る
者
に
つ
い
て
法
第

設
置
し
た
試
験
研
究
用
等

七
十
二
条
第
五
項
に
規
定

原
子
炉
若
し
く
は
試
験
研

す
る
規
定
に
よ
る
処
分
等

究
用
等
原
子
炉
を
含
む
一

を
し
た
場
合

体
と
し
て
の
施
設
を
譲
り

受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ

い
て
法
第
七
十
二
条
第
五

項
に
規
定
す
る
規
定
に
よ

る
処
分
等
を
し
た
場
合

七

特
定
発
電
用
原
子
炉
以

国
家
公
安
委
員
会

（
新
設
）

（
新
設
）

外
の
発
電
用
原
子
炉
に
係

る
発
電
用
原
子
炉
設
置
者

（
当
該
発
電
用
原
子
炉
を

設
置
し
よ
う
と
す
る
者
及

び
当
該
発
電
用
原
子
炉
に

係
る
旧
発
電
用
原
子
炉
設

置
者
等
を
含
む
。
）
又
は

当
該
発
電
用
原
子
炉
に
係

る
発
電
用
原
子
炉
設
置
者

か
ら
そ
の
設
置
し
た
発
電

用
原
子
炉
若
し
く
は
発
電
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用
原
子
炉
を
含
む
一
体
と

し
て
の
施
設
を
譲
り
受
け

よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て

法
第
七
十
二
条
第
五
項
に

規
定
す
る
規
定
に
よ
る
処

分
等
を
し
た
場
合

八
～
十
六

（
略
）

（
略
）

五
～
十
三

（
略
）

（
略
）

別
表
第
一
（
第
六
十
五
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
六
十
五
条
関
係
）

番

号

手
数
料
を
納
付
す
べ
き
者

金

額

番

号

手
数
料
を
納
付
す
べ
き
者

金

額

一
～
十
五

（
略
）

（
略
）

一
～
十
五

（
略
）

（
略
）

十
六

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
許
可
を

十
六

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受

受
け
よ
う
と
す
る
者

け
よ
う
と
す
る
者

イ

臨
界
実
験
装
置
の
設
置
の

七
十
万
五
千
円

イ

臨
界
実
験
装
置
の
設
置
の
許

六
十
三
万
七
千

許
可

（
電
子
申
請
等

可

七
百
円
（
電
子

に
よ
る
場
合
に

申
請
等
に
よ
る

あ
つ
て
は
、
七

場
合
に
あ
つ
て

十
万
三
千
円
）

は
、
六
十
三
万

六
千
四
百
円
）

ロ

熱
出
力
が
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト

百
四
十
五
万
三

ロ

熱
出
力
が
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト

二
百
十
万
千
九

以
下
の
試
験
研
究
用
等
原
子

千
百
円
（
電
子

以
下
の
原
子
炉
（
臨
界
実
験
装

百
円
（
電
子
申
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炉
（
臨
界
実
験
装
置
を
除
く

申
請
等
に
よ
る

置
を
除
く
。
）
の
設
置
の
許
可

請
等
に
よ
る
場

。
）
の
設
置
の
許
可

場
合
に
あ
つ
て

合
に
あ
つ
て
は

は
、
百
四
十
五

、
二
百
十
万
六

万
千
円
）

百
円
）

ハ

熱
出
力
が
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト

八
百
四
十
四
万

ハ

熱
出
力
が
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を

八
百
六
十
六
万

を
超
え
る
試
験
研
究
用
等
原

五
千
三
百
円
（

超
え
る
原
子
炉
の
設
置
の
許
可

千
九
百
円
（
電

子
炉
の
設
置
の
許
可

電
子
申
請
等
に

子
申
請
等
に
よ

よ
る
場
合
に
あ

る
場
合
に
あ
つ

つ
て
は
、
八
百

て
は
、
八
百
六

四
十
四
万
三
千

十
六
万
六
百
円

三
百
円
）

）

十
七

（
略
）

（
略
）

十
七

（
略
）

（
略
）

十
八

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を

十
八

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
受

受
け
よ
う
と
す
る
者

け
よ
う
と
す
る
者

イ

臨
界
実
験
装
置
以
外
の
試

二
百
二
十
一
万

イ

臨
界
実
験
装
置
以
外
の
原

二
百
七
十
四
万

験
研
究
用
等
原
子
炉
の
熱
出

三
千
二
百
円
（

子
炉
の
熱
出
力
の
増
加
又
は
臨

六
千
六
百
円
（

力
の
増
加
又
は
臨
界
実
験
装

電
子
申
請
等
に

界
実
験
装
置
以
外
の
原
子
炉
の

電
子
申
請
等
に

置
以
外
の
試
験
研
究
用
等
原

よ
る
場
合
に
あ

設
置
に
伴
う
基
数
の
増
加
に
係

よ
る
場
合
に
あ

子
炉
の
基
数
の
増
加
に
係
る

つ
て
は
、
二
百

る
変
更
の
許
可

つ
て
は
、
二
百

変
更
の
許
可

二
十
一
万
千
二

七
十
四
万
五
千

百
円
）

三
百
円
）

ロ

そ
の
他
の
変
更
の
許
可

七
十
三
万
二
千

ロ

そ
の
他
の
変
更
の
許
可

四
十
九
万
千
六

三
百
円
（
電
子

百
円
（
電
子
申
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申
請
等
に
よ
る

請
等
に
よ
る
場

場
合
に
あ
つ

合
に
あ
つ
て
は

て
は
、
七
十
三

、
四
十
九
万
三

万
三
百
円
）

百
円
）

十
九

法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
許

十
九

法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
許
可

可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

を
受
け
よ
う
と
す
る
者

イ

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
の

百
六
十
五
万
九

イ

原
子
炉
の
熱
出
力
の
増
加
又

百
六
十
五
万
九

熱
出
力
の
増
加
又
は
試
験
研

千
七
百
円
（
電

は
原
子
炉
の
基
数
の
増
加
に
係

千
七
百
円
（
電

究
用
等
原
子
炉
の
基
数
の
増

子
申
請
等
に
よ

る
変
更
の
許
可

子
申
請
等
に
よ

加
に
係
る
変
更
の
許
可

る
場
合
に
あ
つ

る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
百
六
十

て
は
、
百
六
十

五
万
八
千
三
百

五
万
八
千
三
百

円
）

円
）

ロ

そ
の
他
の
変
更
の
許
可

十
六
万
六
千
四

ロ

そ
の
他
の
変
更
の
許
可

十
六
万
六
千
四

百
円
（
電
子
申

百
円
（
電
子
申

請
等
に
よ
る
場

請
等
に
よ
る
場

合
に
あ
つ
て
は

合
に
あ
つ
て
は

十
六
万
五
千
円

十
六
万
五
千
円

）

）

二
十

（
略
）

（
略
）

二
十

（
略
）

（
略
）

二
十
一

法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
使
用
前

二
十
一

法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
使
用
前
検

検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
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イ

臨
界
実
験
装
置
に
係
る
使

百
十
三
万
三
千

イ

臨
界
実
験
装
置
に
係
る
使

百
十
三
万
三
千

用
前
検
査

円
（
電
子
申
請

用
前
検
査

円
（
電
子
申
請

等
に
よ
る
場
合

等
に
よ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、

に
あ
つ
て
は
、

百
十
三
万
千
七

百
十
三
万
千
七

百
円
）

百
円
）

ロ

熱
出
力
が
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト

五
十
二
万
三
百

ロ

熱
出
力
が
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト

五
十
二
万
三
百

以
下
の
試
験
研
究
用
等
原
子

円
（
電
子
申
請

以
下
の
原
子
炉
（
臨
界
実
験
装

円
（
電
子
申
請

炉
（
臨
界
実
験
装
置
を
除
く

等
に
よ
る
場
合

置
を
除
く
。
）
に
係
る
使
用
前

等
に
よ
る
場
合

。
）
に
係
る
使
用
前
検
査

に
あ
つ
て
は
、

検
査

に
あ
つ
て
は
、

五
十
一
万
九
千

五
十
一
万
九
千

円
）

円
）

ハ

熱
出
力
が
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト

百
三
十
二
万
五

ハ

熱
出
力
が
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト

百
三
十
二
万
五

を
超
え
る
試
験
研
究
用
等
原

千
百
円
（
電
子

を
超
え
る
原
子
炉
に
係
る
使
用

千
百
円
（
電
子

子
炉
に
係
る
使
用
前
検
査

申
請
等
に
よ
る

前
検
査

申
請
等
に
よ
る

場
合
に
あ
つ
て

場
合
に
あ
つ
て

は
、
百
三
十
二

は
、
百
三
十
二

万
三
千
八
百
円

万
三
千
八
百
円

）

）

二
十
二

第
二
十
九
条
第
一
項
の
施
設
定
期

二
十
二

法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
施
設
定
期

検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

イ

臨
界
実
験
装
置
に
係
る
施

二
十
九
万
八
千

イ

臨
界
実
験
装
置
に
係
る
施

二
十
五
万
四
千

設
定
期
検
査

五
百
円
（
電
子

設
定
期
検
査

四
百
円
（
電
子

申
請
等
に
よ
る

申
請
等
に
よ
る
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場
合
に
あ
つ
て

場
合
に
あ
つ
て

は
、
二
十
九
万

は
、
二
十
五
万

六
千
四
百
円
）

三
千
二
百
円
）

ロ

熱
出
力
が
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト

五
十
四
万
七
千

ロ

熱
出
力
が
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト

四
十
六
万
八
千

以
下
の
試
験
研
究
用
等
原
子

百
円
（
電
子
申

以
下
の
原
子
炉
（
臨
界
実
験
装

百
円
（
電
子
申

炉
（
臨
界
実
験
装
置
を
除
く

請
等
に
よ
る
場

置
を
除
く
。
）
に
係
る
施
設
定

請
等
に
よ
る
場

。
）
に
係
る
施
設
定
期
検
査

合
に
あ
つ
て
は

期
検
査

合
に
あ
つ
て
は

、
五
十
四
万
五

、
四
十
六
万
六

千
百
円
）

千
八
百
円
）

ハ

熱
出
力
が
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト

百
四
十
六
万
四

ハ

熱
出
力
が
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト

百
二
十
一
万
八

を
超
え
る
試
験
研
究
用
等
原

千
九
百
円
（
電

を
超
え
る
原
子
炉
に
係
る
施
設

千
六
百
円
（
電

子
炉
に
係
る
施
設
定
期
検
査

子
申
請
等
に
よ

定
期
検
査

子
申
請
等
に
よ

る
場
合
に
あ
つ

る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
百
四
十

て
は
、
百
二
十

六
万
二
千
八
百

一
万
七
千
三
百

円
）

円
）

二
十
三

法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
許
可
を

三
十
三
万
九
千

二
十
三

法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
許
可
を
受

二
十
三
万
千
四

受
け
よ
う
と
す
る
者

百
円
（
電
子
申

け
よ
う
と
す
る
者

百
円
（
電
子
申

請
等
に
よ
る
場

請
等
に
よ
る
場

合
に
あ
つ
て
は

合
に
あ
つ
て
は

三
十
三
万
七
千

、
二
十
三
万
二

円
）

百
円
）

二
十
四
～

（
略
）

（
略
）

二
十
四
～

（
略
）

（
略
）
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二
十
六

二
十
六

二
十
七

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
又

七
十
九
万
三
百

二
十
七

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
又

九
十
万
九
千
二

は
第
四
十
三
条
の
三
の
三
第
二
項
の

円
（
電
子
申
請

は
第
四
十
三
条
の
三
の
三
第
二
項
の

百
円
（
電
子
申

認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

等
に
よ
る
場
合

認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

請
等
に
よ
る
場

に
あ
つ
て
は
、

合
に
あ
つ
て
は

七
十
八
万
八
千

、
九
十
万
七
千

三
百
円
）

八
百
円
）

二
十
八

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項

三
十
四
万
五
千

二
十
八

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
に

三
十
二
万
四
千

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条

二
百
円
（
電
子

お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六

八
百
円
（
電
子

の
六
第
三
項
又
は
法
第
四
十
三
条

申
請
等
に
よ
る

第
三
項
又
は
法
第
四
十
三
条
の
三
の

申
請
等
に
よ
る

の
三
の
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用

場
合
に
あ
つ
て

三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

場
合
に
あ
つ
て

す
る
法
第
十
二
条
の
七
第
四
項
の

は
、
三
十
四
万

十
二
条
の
七
第
四
項
の
認
可
を
受
け

は
、
三
十
二
万

認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

三
千
二
百
円
）

よ
う
と
す
る
者

三
千
四
百
円
）

二
十
九

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項

三
十
九
万
千
八

二
十
九

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
に

五
十
三
万
三
千

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条

百
円
（
電
子
申

お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六

五
百
円
（
電
子

の
六
第
八
項
又
は
法
第
四
十
三
条

請
等
に
よ
る
場

第
八
項
又
は
法
第
四
十
三
条
の
三
の

申
請
等
に
よ
る

の
三
の
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用

合
に
あ
つ
て
は

三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

場
合
に
あ
つ
て

す
る
法
第
十
二
条
の
七
第
九
項
の

、
三
十
八
万
九

十
二
条
の
七
第
九
項
の
確
認
を
受
け

は
、
五
十
三
万

確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

千
八
百
円
）

よ
う
と
す
る
者

二
千
二
百
円
）

三
十

法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項

千
七
十
万
三
千

（
新
設
）

の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

九
百
円
（
電
子
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申
請
等
に
よ
る

場
合
に
あ
つ
て

は
、
千
七
十
万

千
八
百
円
）

三
十
一

法
第
四
十
三
条
の
三
の
八
第
一
項

（
新
設
）

の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

イ

発
電
用
原
子
炉
の
熱
出
力

四
百
二
万
八
千

の
増
加
又
は
発
電
用
原
子
炉

六
百
円
（
電
子

の
基
数
の
増
加
に
係
る
変
更

申
請
等
に
よ
る

の
許
可

場
合
に
あ
つ
て

は
、
四
百
二
万

六
千
六
百
円
）

ロ

そ
の
他
の
変
更
の
許
可

五
十
二
万
四
千

百
円
（
電
子
申

請
等
に
よ
る
場

合
に
あ
つ
て
は

、
五
十
二
万
二

千
百
円
）

三
十
二

法
第
四
十
三
条
の
三
の
九
第
一
項

（
新
設
）

又
は
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う

と
す
る
者

イ

発
電
用
原
子
炉
の
設
置
又

百
六
十
六
万
二

は
発
電
用
原
子
炉
の
基
数
の

千
二
百
円
（
電
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増
加
に
係
る
工
事
の
計
画
の

子
申
請
等
に
よ

認
可

る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
百
六
十

六
万
百
円
）

ロ

そ
の
他
の
工
事
の
計
画
の

三
十
六
万
八
千

認
可
又
は
変
更
の
認
可

四
百
円
（
電
子

申
請
等
に
よ
る

場
合
に
あ
つ
て

は
、
三
十
六
万

六
千
三
百
円
）

三
十
三

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
一
第
一

（
新
設
）

項
の
使
用
前
検
査
を
受
け
よ
う
と

す
る
者

イ

発
電
用
原
子
炉
の
設
置
又

千
四
百
四
万
七

は
発
電
用
原
子
炉
の
基
数
の

千
三
百
円
（
電

増
加
に
係
る
工
事
に
係
る
使

子
申
請
等
に
よ

用
前
検
査

る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
千
四
百

四
万
五
千
二
百

円
）

ロ

そ
の
他
の
使
用
前
検
査

五
十
九
万
三
千

五
百
円
（
電
子

申
請
等
に
よ
る

場
合
に
あ
つ
て
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は
、
五
十
九
万

二
千
二
百
円
）

三
十
四

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
二
第
一

（
新
設
）

項
の
燃
料
体
検
査
を
受
け
よ
う
と

す
る
者

イ

燃
料
体
を
構
成
す
る
燃
料

十
二
万
六
千
百

棒
の
数
の
総
数
（
燃
料
体
が

円
（
電
子
申
請

燃
料
棒
で
構
成
さ
れ
て
い
な

等
に
よ
る
場
合

い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
燃
料

に
あ
つ
て
は
、

体
の
数
の
総
数
。
以
下
同
じ

十
一
万
九
千
三

。
）
が
千
個
以
下
の
燃
料
体

百
円
）

検
査

ロ

燃
料
体
を
構
成
す
る
燃
料

十
二
万
六
千
百

棒
の
数
の
総
数
が
千
個
を
超

円
（
電
子
申
請

え
る
燃
料
体
検
査

等
に
よ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、

十
一
万
九
千
三

百
円
）
に
千
個

を
超
え
る
千
個

又
は
そ
の
端
数

を
増
す
ご
と
に

九
万
八
千
八
百

円
を
加
算
し
た

額
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三
十
五

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
二
第
四

（
新
設
）

項
の
燃
料
体
検
査
を
受
け
よ
う
と

す
る
者

イ

燃
料
体
を
構
成
す
る
燃
料

六
万
三
千
円
（

棒
の
数
の
総
数
が
千
個
以
下

電
子
申
請
等
に

の
燃
料
体
検
査

よ
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
五
万

九
千
六
百
五
十

円
）

ロ

燃
料
体
を
構
成
す
る
燃
料

六
万
三
千
円
（

棒
の
数
の
総
数
が
千
個
を
超

電
子
申
請
等
に

え
る
燃
料
体
検
査

よ
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
五
万

九
千
六
百
五
十

円
）
に
千
個
を

超
え
る
千
個
又

は
そ
の
端
数
を

増
す
ご
と
に
四

万
九
千
四
百
円

を
加
算
し
た
額

三
十
六

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
三
第
三

（
新
設
）

項
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

イ

溶
接
箇
所
が
三
百
箇
所
以

百
十
四
万
四
千
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内
の
原
子
炉
容
器
等
に
係
る

百
円

溶
接
事
業
者
検
査
の
実
施
に

係
る
体
制
に
つ
い
て
の
審
査

ロ

溶
接
箇
所
が
三
百
箇
所
を

百
十
四
万
四
千

超
え
る
原
子
炉
容
器
等
に
係

百
円
に
三
百
箇

る
溶
接
事
業
者
検
査
の
実
施

所
を
超
え
る
百

に
係
る
体
制
に
つ
い
て
の
審

五
十
箇
所
又
は

査

そ
の
端
数
を
増

す
ご
と
に
五
十

七
万
二
千
円
を

加
算
し
た
額

三
十
七

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
五
第
一

二
百
二
十
五
万

（
新
設
）

項
の
施
設
定
期
検
査
を
受
け
よ
う

九
千
七
百
円
（

と
す
る
者

電
子
申
請
等
に

よ
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
二
百

二
十
五
万
五
千

六
百
円
）

三
十
八

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
六
第
四

二
千
九
百
二
十

（
新
設
）

項
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

九
万
四
千
円

三
十
九

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
五
第

三
十
二
万
七
千

（
新
設
）

一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

五
百
円
（
電
子
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者

申
請
等
に
よ
る

場
合
に
あ
つ
て

は
、
三
十
二
万

五
千
四
百
円
）

四
十

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
九
第

七
十
四
万
三
千

（
新
設
）

一
項
の
型
式
証
明
を
受
け
よ
う
と

六
百
円
（
電
子

す
る
者

申
請
等
に
よ
る

場
合
に
あ
つ
て

は
、
七
十
四
万

千
六
百
円
）

四
十
一

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
第
一

五
十
四
万
円
（

（
新
設
）

項
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

電
子
申
請
等
に

よ
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
五
十

三
万
八
千
円
）

四
十
二

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
一
第

四
百
六
十
八
万

（
新
設
）

四
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

六
千
七
百
円
（

者

電
子
申
請
等
に

よ
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
四
百

六
十
八
万
四
千

六
百
円
）
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四
十
三

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第

百
八
十
四
万
七

（
新
設
）

二
項
又
は
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十

千
円
（
電
子
申

三
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す

請
等
に
よ
る
場

る
者

合
に
あ
つ
て
は

、
百
八
十
四
万

四
千
九
百
円
）

四
十
四

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第

四
十
三
万
六
千

（
新
設
）

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十

七
百
円
（
電
子

二
条
の
六
第
三
項
又
は
法
第
四
十

申
請
等
に
よ
る

三
条
の
三
の
三
十
三
第
四
項
に
お

場
合
に
あ
つ
て

い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
七

は
、
四
十
三
万

第
四
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す

四
千
六
百
円
）

る
者

四
十
五

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第

百
五
十
五
万
二

（
新
設
）

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十

千
九
百
円
（
電

二
条
の
六
第
八
項
又
は
法
第
四
十

子
申
請
等
に
よ

三
条
の
三
の
三
十
三
第
四
項
に
お

る
場
合
に
あ
つ

い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
七

て
は
、
百
五
十

第
九
項
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す

五
万
九
百
円
）

る
者

四
十
六
～

（
略
）

（
略
）

三
十
～

（
略
）

（
略
）
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八
十
五

六
十
九

八
十
六

法
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
の
確

七
十

法
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
の
確
認

認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

を
受
け
よ
う
と
す
る
者

イ

製
錬
施
設
、
加
工
施
設
、

十
八
万
五
千
円

イ

製
錬
施
設
、
加
工
施
設
、
原

十
八
万
五
千
円

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設

（
電
子
申
請
等

子
炉
施
設
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵

（
電
子
申
請
等

、
発
電
用
原
子
炉
施
設
、
使

に
よ
る
場
合
に

施
設
、
再
処
理
施
設
、
廃
棄
物

に
よ
る
場
合
に

用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
、
再
処

あ
つ
て
は
、
十

埋
設
施
設
若
し
く
は
廃
棄
物
管

あ
つ
て
は
、
十

理
施
設
、
廃
棄
物
埋
設
施
設

八
万
三
千
六
百

理
施
設
又
は
使
用
施
設
等
を
設

八
万
三
千
六
百

若
し
く
は
廃
棄
物
管
理
施
設

円
）

置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
（
原

円
）

又
は
使
用
施
設
等
を
設
置
し

子
力
船
を
含
む
。
以
下
「
工
場

た
工
場
又
は
事
業
所
（
原
子

等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
用

力
船
を
含
む
。
以
下
「
工
場

い
た
資
材
そ
の
他
の
物
で
あ
つ

等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て

て
、
重
量
が
二
十
ト
ン
以
下
の

用
い
た
資
材
そ
の
他
の
物
で

も
の
に
係
る
確
認

あ
つ
て
、
重
量
が
二
十
ト
ン

以
下
の
も
の
に
係
る
確
認

ロ

工
場
等
に
お
い
て
用
い
た

十
八
万
五
千
円

ロ

工
場
等
に
お
い
て
用
い
た
資

十
八
万
五
千
円

資
材
そ
の
他
の
物
で
あ
つ
て

（
電
子
申
請
等

材
そ
の
他
の
物
で
あ
つ
て
、
重

（
電
子
申
請
等

、
重
量
が
二
十
ト
ン
を
超
え

に
よ
る
場
合
に

量
が
二
十
ト
ン
を
超
え
る
も
の

に
よ
る
場
合
に

る
も
の
に
係
る
確
認

あ
つ
て
は
、
十

に
係
る
確
認

あ
つ
て
は
、
十

八
万
三
千
六
百

八
万
三
千
六
百

円
）
に
二
十
ト

円
）
に
二
十
ト

ン
を
超
え
る
二

ン
を
超
え
る
二

十
ト
ン
又
は
そ

十
ト
ン
又
は
そ
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の
端
数
を
増
す

の
端
数
を
増
す

ご
と
に
二
万
二

ご
と
に
二
万
二

千
四
百
円
を
加

千
四
百
円
を
加

算
し
た
額

算
し
た
額

八
十
七
・

（
略
）

（
略
）

七
十
一
・

（
略
）

（
略
）

八
十
八

七
十
二

別
表
第
二
（
第
六
十
五
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
六
十
五
条
関
係
）

番

号

溶
接
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
物

金

額

番

号

溶
接
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
物

金

額

一

一

法
第
十
六
条
の
四
第
一
項
、
第
二

法
第
十
六
条
の
四
第
一
項
、
第
二

十
八
条
の
二
第
一
項
、
第
四
十
三

十
八
条
の
二
第
一
項
、
第
四
十
三

条
の
十
第
一
項
、
第
四
十
六
条
の

条
の
十
第
一
項
、
第
四
十
六
条
の

二
第
一
項
、
第
五
十
一
条
の
九
第

二
第
一
項
、
第
五
十
一
条
の
九
第

一
項
又
は
第
五
十
五
条
の
三
第
一

一
項
又
は
第
五
十
五
条
の
三
第
一

項
の
溶
接
検
査
を
受
け
る
物
（
次

項
の
溶
接
検
査
を
受
け
る
物
（
次

の
項
か
ら
六
の
項
ま
で
に
掲
げ
る

の
項
か
ら
六
の
項
ま
で
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く
。
）

も
の
を
除
く
。
）

（
一
）

（
略
）

（
一
）

（
略
）

（
二
）
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施

（
一
）
の
額
の

（
二
）
原
子
炉
施
設
の
損
壊
の
際
に

（
一
）
の
額
の

設
の
損
壊
の
際
に
自
動
閉
鎖
弁

四
倍
の
額

自
動
閉
鎖
弁
の
作
動
に
よ
り
冷
却

四
倍
の
額

の
作
動
に
よ
り
冷
却
材
に
対
す

材
に
対
す
る
圧
力
障
壁
を
形
成
す
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る
圧
力
障
壁
を
形
成
す
る
一
連

る
一
連
の
施
設
に
属
す
る
容
器

の
施
設
に
属
す
る
容
器

（
三
）
～
（
十
一
）

（
略
）

（
三
）
～
（
十
一
）

（
略
）

二
～
六

（
略
）

（
略
）

二
～
六

（
略
）

（
略
）
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○
原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
四
十
五
号
）
（
第
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
補
償
損
失
）

（
補
償
損
失
）

第
一
条

原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「

第
一
条

原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「

法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

状
態
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
る
状
態
を
い
う

状
態
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
る
状
態
を
い
う

。

。

一

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す

一

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
二
十
一

る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
二
十
一

条
の
二
、
第
二
十
二
条
第
四
項
、
第
二
十
二
条
の
六
第
二
項

条
の
二
、
第
二
十
二
条
第
四
項
、
第
二
十
二
条
の
六
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
の
二
第
四
項
、
第
三
十
五
条

に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
の
二
第
四
項
、
第
三
十
五
条

、
第
三
十
七
条
第
四
項
、
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
に
お
い

、
第
三
十
七
条
第
四
項
、
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
第
十
二
条
の
二
第
四
項
、
第
四
十
三
条
の
三
の

て
準
用
す
る
第
十
二
条
の
二
第
四
項
、
第
四
十
三
条
の
十
八

二
十
二
、
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
四
第
四
項
、
第
四
十
三

、
第
四
十
三
条
の
二
十
第
四
項
、
第
四
十
三
条
の
二
十
五
第

条
の
三
の
二
十
七
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
の

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
の
二
第
四
項
、
第
四
十

二
第
四
項
、
第
四
十
三
条
の
十
八
、
第
四
十
三
条
の
二
十
第

八
条
、
第
五
十
条
第
四
項
、
第
五
十
条
の
三
第
二
項
に
お
い

四
項
、
第
四
十
三
条
の
二
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

て
準
用
す
る
第
十
二
条
の
二
第
四
項
、
第
五
十
一
条
の
十
六

第
十
二
条
の
二
第
四
項
、
第
四
十
八
条
、
第
五
十
条
第
四
項

、
第
五
十
一
条
の
十
八
第
四
項
、
第
五
十
一
条
の
二
十
三
第

、
第
五
十
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
の

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
の
二
第
四
項
、
第
五
十

二
第
四
項
、
第
五
十
一
条
の
十
六
、
第
五
十
一
条
の
十
八
第

六
条
の
三
第
四
項
、
第
五
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

四
項
、
第
五
十
一
条
の
二
十
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

、
第
五
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条

第
十
二
条
の
二
第
四
項
、
第
五
十
六
条
の
三
第
四
項
、
第
五

の
二
第
四
項
、
第
五
十
七
条
の
四
、
第
五
十
七
条
の
五
、
第

十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
五
十
七
条
の
二
第
二

五
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
一
項
又
は
第
六
十
条
第



- 42 -

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
の
二
第
四
項
、
第
五
十
七

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
の
違
反
で
原
子
力
損
害
の
発

条
の
四
、
第
五
十
七
条
の
五
、
第
五
十
八
条
第
一
項
、
第
五

生
の
原
因
と
な
る
も
の
が
な
い
こ
と
。

十
九
条
第
一
項
又
は
第
六
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の

規
定
の
違
反
で
原
子
力
損
害
の
発
生
の
原
因
と
な
る
も
の
が

な
い
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）
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○
電
気
事
業
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
二
百
六
号
）
（
第
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
権
限
の
委
任
）

（
権
限
の
委
任
）

第
九
条

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
経
済
産
業
大
臣
の
権
限
は
、

第
九
条

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
経
済
産
業
大
臣
の
権
限
は
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
経
済
産
業
局
長
又
は
産
業
保

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
経
済
産
業
局
長
又
は
産
業
保

安
監
督
部
長
が
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
表
第
五
号
及

安
監
督
部
長
が
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
表
第
五
号
及

び
第
十
五
号
か
ら
第
二
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て

び
第
十
五
号
か
ら
第
二
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て

は
、
経
済
産
業
大
臣
が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

は
、
経
済
産
業
大
臣
が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

一
～
九

（
略
）

（
略
）

一
～
九

（
略
）

（
略
）

九
の
二

法
第
五
十
一
条
第
三
項
（
登
録
に

（
略
）

九
の
二

法
第
五
十
条
の
二
第
三
項
（
登
録
に

（
略
）

係
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
第
五
項
か
ら

係
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
第
五
項
か
ら
第

第
七
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
権
限
で
あ

七
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
権
限
で
あ
つ
て

つ
て
、
前
号
（
一
）
か
ら
（
八
）
ま
で
に

、
前
号
（
一
）
か
ら
（
八
）
ま
で
に
掲
げ
る

掲
げ
る
も
の
（
一
の
産
業
保
安
監
督
部
の

も
の
（
一
の
産
業
保
安
監
督
部
の
管
轄
区
域

管
轄
区
域
内
の
み
に
お
い
て
行
わ
れ
る
使

内
の
み
に
お
い
て
行
わ
れ
る
使
用
前
自
主
検

用
前
自
主
検
査
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。

査
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
）

）
十

法
第
五
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用

（
略
）

十

法
第
五
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

（
略
）

す
る
第
五
十
一
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま

る
第
五
十
条
の
二
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で

で
の
規
定
に
基
づ
く
権
限
（
一
の
産
業
保

の
規
定
に
基
づ
く
権
限
（
一
の
産
業
保
安
監

安
監
督
部
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
お
い
て

督
部
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
お
い
て
行
わ
れ

行
わ
れ
る
溶
接
事
業
者
検
査
に
関
す
る
も

る
溶
接
事
業
者
検
査
に
関
す
る
も
の
（
独
立
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の
に
限
る
。
）

行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
が
行
う
法

第
五
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
に

関
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）

十
一
・
十
二

（
略
）

（
略
）

十
一
・
十
二

（
略
）

（
略
）

十
二
の
二

法
第
五
十
五
条
第
四
項
（
登
録

（
略
）

十
二
の
二

法
第
五
十
五
条
第
四
項
（
登
録
に

（
略
）

に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
同
条
第
六

係
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
同
条
第
六
項
に

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
一
条
第
五

お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
条
の
二
第
五
項
か

項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
権

ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
権
限
で
あ

限
で
あ
つ
て
、
前
号
（
一
）
及
び
（
二
）

つ
て
、
前
号
（
一
）
及
び
（
二
）
に
掲
げ
る

に
掲
げ
る
も
の
（
一
の
産
業
保
安
監
督
部

も
の
（
一
の
産
業
保
安
監
督
部
の
管
轄
区
域

の
管
轄
区
域
内
の
み
に
お
い
て
行
わ
れ
る

内
の
み
に
お
い
て
行
わ
れ
る
定
期
事
業
者
検

定
期
事
業
者
検
査
に
関
す
る
も
の
に
限
る

査
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
）

。
）

十
三
～
二
十
四

（
略
）

（
略
）

十
三
～
二
十
四

（
略
）

（
略
）
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○
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
三
年
政
令
第
三
百
八
十
五
号
）
（
第
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
地
震
防
災
応
急
計
画
を
作
成
す
べ
き
施
設
又
は
事
業
）

（
地
震
防
災
応
急
計
画
を
作
成
す
べ
き
施
設
又
は
事
業
）

第
四
条

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
地
震
防
災
応
急
計

第
四
条

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
地
震
防
災
応
急
計

画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
又
は
事
業
は
、
次
に
掲

画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
又
は
事
業
は
、
次
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

げ
る
も
の
と
す
る
。

一

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
第

一

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
第

一
条
の
二
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
令

一
条
の
二
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
令

別
表
第
一
（
五
）
項
ロ
、
（
六
）
項
ロ
、
ハ
及
び
ニ
、
（
七

別
表
第
一
（
五
）
項
ロ
、
（
六
）
項
ロ
、
ハ
及
び
ニ
、
（
七

）
項
、
（
十
二
）
項
、
（
十
三
）
項
ロ
、
（
十
四
）
項
並
び

）
項
、
（
十
二
）
項
、
（
十
三
）
項
ロ
、
（
十
四
）
項
並
び

に
（
十
六
）
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
同
表
（
十

に
（
十
六
）
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
同
表
（
十

六
の
三
）
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
不
特
定
か
つ
多
数
の

六
の
三
）
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
不
特
定
か
つ
多
数
の

者
が
出
入
り
す
る
も
の

者
が
出
入
す
る
も
の

二

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
八
条

二

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
八
条

第
一
項
に
規
定
す
る
複
合
用
途
防
火
対
象
物
の
う
ち
、
そ
の

第
一
項
に
規
定
す
る
複
合
用
途
防
火
対
象
物
の
う
ち
、
そ
の

一
部
が
消
防
法
施
行
令
別
表
第
一
（
一
）
項
か
ら
（
四
）
項

一
部
が
消
防
法
施
行
令
別
表
第
一
（
一
）
項
か
ら
（
四
）
項

ま
で
、
（
五
）
項
イ
、
（
六
）
項
イ
、
（
八
）
項
か
ら
（
十

ま
で
、
（
五
）
項
イ
、
（
六
）
項
イ
、
（
八
）
項
か
ら
（
十

一
）
項
ま
で
、
（
十
三
）
項
イ
又
は
（
十
五
）
項
に
掲
げ
る

一
）
項
ま
で
、
（
十
三
）
項
イ
又
は
（
十
五
）
項
に
掲
げ
る

防
火
対
象
物
（
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
出
入
り
す
る
も
の

防
火
対
象
物
（
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
出
入
す
る
も
の
に

に
限
る
。
）
の
用
途
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
当
該
用
途

限
る
。
）
の
用
途
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
当
該
用
途
に

に
供
さ
れ
て
い
る
部
分
の
収
容
人
員
（
同
令
第
一
条
の
二
第

供
さ
れ
て
い
る
部
分
の
収
容
人
員
（
同
令
第
一
条
の
二
第
三

三
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
収
容
人
員
を
い
う
。
）
の
合
計

項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
収
容
人
員
を
い
う
。
）
の
合
計
が

が
三
十
人
以
上
の
も
の
（
そ
の
一
部
が
同
表
（
五
）
項
ロ
に

三
十
人
以
上
の
も
の
（
そ
の
一
部
が
同
表
（
五
）
項
ロ
に
掲
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掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
て
い
る
複
合
用
途
防

げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
て
い
る
複
合
用
途
防
火

火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
当
該
用
途
に
供
さ
れ
て
い
る
部
分

対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
当
該
用
途
に
供
さ
れ
て
い
る
部
分
を

を
除
く
。
）

除
く
。
）

三
～
六

（
略
）

三
～
六

（
略
）

七

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す

七

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
三
条
第

る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
三
条
第

二
項
第
二
号
の
製
錬
施
設
、
同
法
第
十
三
条
第
二
項
第
二
号

二
項
第
二
号
の
製
錬
施
設
、
同
法
第
十
三
条
第
二
項
第
二
号

の
加
工
施
設
、
同
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
五
号
の
試
験
研

の
加
工
施
設
、
同
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
五
号
の
原
子
炉

究
用
等
原
子
炉
施
設
、
同
法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項

施
設
、
同
法
第
四
十
三
条
の
四
第
二
項
第
二
号
の
使
用
済
燃

第
五
号
の
発
電
用
原
子
炉
施
設
、
同
法
第
四
十
三
条
の
四
第

料
貯
蔵
施
設
、
同
法
第
四
十
四
条
第
二
項
第
二
号
の
再
処
理

二
項
第
二
号
の
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
、
同
法
第
四
十
四
条

施
設
又
は
同
法
第
五
十
三
条
第
二
号
の
使
用
施
設
等
（
核
原

第
二
項
第
二
号
の
再
処
理
施
設
又
は
同
法
第
五
十
三
条
第
二

料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律

号
の
使
用
施
設
等
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子

施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
第
四
十

炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第

二
条
に
規
定
す
る
核
燃
料
物
質
の
使
用
施
設
等
に
限
る
。
）

三
百
二
十
四
号
）
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
核
燃
料
物
質
の

使
用
施
設
等
に
限
る
。
）

八
～
二
十
三

（
略
）

八
～
二
十
三

（
略
）
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○
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
四
百
六
十
二
号
）

（
第
六
条
関
係
）
（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
発
電
用
原
子
炉
）

（
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
発
電
用
原
子
炉
）

第
二
条

法
第
二
条
第
三
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
発
電
用
原

第
二
条

法
第
二
条
第
三
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
原
子
炉
は

子
炉
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に

、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る

関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号

法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
第
一

）
第
一
条
に
規
定
す
る
原
子
炉
と
す
る
。

条
に
規
定
す
る
原
子
炉
と
す
る
。
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○
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）

（
第
七
条
関
係
）
（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
対
策
計
画
を
作
成
す
べ
き
施
設
又
は
事
業
）

（
対
策
計
画
を
作
成
す
べ
き
施
設
又
は
事
業
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

七

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す

七

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
三
条
第

る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
三
条
第

二
項
第
二
号
の
製
錬
施
設
、
同
法
第
十
三
条
第
二
項
第
二
号

二
項
第
二
号
の
製
錬
施
設
、
同
法
第
十
三
条
第
二
項
第
二
号

の
加
工
施
設
、
同
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
五
号
の
試
験
研

の
加
工
施
設
、
同
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
五
号
の
原
子
炉

究
用
等
原
子
炉
施
設
、
同
法

施
設
、
同
法
第
四
十
三
条
の
四
第
二
項
第
二
号
の
使
用
済
燃

第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項

発
電
用
原
子
炉
施
設
、
同
法
第
四
十
三
条
の
四
第

料
貯
蔵
施
設
、
同
法
第
四
十
四
条
第
二
項
第
二
号
の
再
処
理

第
五
号
の

二
項
第
二
号
の
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
、
同
法
第
四
十
四
条

施
設
又
は
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制

第
二
項
第
二
号
の
再
処
理
施
設
又
は
核
原
料
物
質
、
核
燃
料

に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
二
十

物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三

四
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
防
護
対
象
特
定
核
燃
料
物
質
を

十
二
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
防
護

取
り
扱
う
同
法
第
五
十
三
条
第
二
号
の
使
用
施
設
等

対
象
特
定
核
燃
料
物
質
を
取
り
扱
う
同
法
第
五
十
三
条
第
二

号
の
使
用
施
設
等

八
～
二
十
四

（
略
）

八
～
二
十
四

（
略
）
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○
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令

（
平
成
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
二
号
）

（
第
八
条
関
係
）
（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
対
策
計
画
を
作
成
す
べ
き
施
設
又
は
事
業
）

（
対
策
計
画
を
作
成
す
べ
き
施
設
又
は
事
業
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

七

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す

七

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
三
条
第

る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
三
条
第

二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
製
錬
施
設
、
同
法
第
十
三
条
第
二

二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
製
錬
施
設
、
同
法
第
十
三
条
第
二

項
第
二
号
に
規
定
す
る
加
工
施
設
、
同
法
第
二
十
三
条
第
二

項
第
二
号
に
規
定
す
る
加
工
施
設
、
同
法
第
二
十
三
条
第
二

項
第
五
号
に
規
定
す
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
、
同
法

項
第
五
号
に
規
定
す
る
原
子
炉
施
設
、
同
法
第
四
十
三
条
の

発
電

四
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
、
同

第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る

用
原
子
炉
施
設
、
同
法
第
四
十
三
条
の
四
第
二
項
第
二
号
に

法
第
四
十
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
再
処
理
施
設
又

規
定
す
る
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
、
同
法
第
四
十
四
条
第
二

は
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す

項
第
二
号
に
規
定
す
る
再
処
理
施
設
又
は
核
原
料
物
質
、
核

る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）

燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭

第
三
条
に
規
定
す
る
防
護
対
象
特
定
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い

和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る

を
行
う
同
法
第
五
十
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
使
用
施
設
等

防
護
対
象
特
定
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
を
行
う
同
法
第
五
十

三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
使
用
施
設
等

八
～
二
十
四

（
略
）

八
～
二
十
四

（
略
）
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○
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
の
設
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
九
十
九
号
）（

第
九
条
関
係
）
（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
福
島
県
双
葉

平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
福
島
県
双
葉

郡
大
熊
町
大
字
夫
沢
字
北
原
二
十
二
番
地
所
在
の
東
京
電
力
株
式

郡
大
熊
町
大
字
夫
沢
字
北
原
二
十
二
番
地
所
在
の
東
京
電
力
株
式

会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
及
び
同
郡
楢
葉
町
大
字
波
倉
字
小

会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
及
び
同
郡
楢
葉
町
大
字
波
倉
字
小

浜
作
十
二
番
地
所
在
の
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
二
原
子
力
発

浜
作
十
二
番
地
所
在
の
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
二
原
子
力
発

電
所
に
お
い
て
発
生
し
た
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子

電
所
に
お
い
て
発
生
し
た
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子

炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号

炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号

）
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
発
電
用
原

）
第
二
十
三
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
原
子
炉
施
設
の
事
故

子
炉
施
設
の
事
故
に
関
し
て
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法

に
関
し
て
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条
第
一

律
第
十
八
条
第
一
項

に
規
定
す
る
事
務
を
行
わ
せ
る
た
め
、
文

項
に
規
定
す
る
事
務
を
行
わ
せ
る
た
め
、
文
部
科
学
省
に
、
当
分

部
科
学
省
に
、
当
分
の
間
、
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
を
置

の
間
、
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
を
置
く
。

く
。
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○
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る

法
律
の
特
例
に
関
す
る
政
令

（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
五
十
三
号
）
（
第
十
条
関
係
）
（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設

（
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設

に
つ
い
て
の
法
の
規
定
の
適
用
）

に
つ
い
て
の
法
の
規
定
の
適
用
）

第
一
条

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関

第
一
条

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関

す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
十
四
条
の
二
第
一

す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
十
四
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
特
定
原
子
力
施
設
と
し
て
指
定
さ
れ
、
同
条

項
の
規
定
に
よ
り
特
定
原
子
力
施
設
と
し
て
指
定
さ
れ
、
同
条

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日
に
お
い

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日
に
お
い

て
そ
の
旨
を
公
示
さ
れ
た
原
子
炉
施
設
（
以
下
「
東
京
電
力
株

て
そ
の
旨
を
公
示
さ
れ
た
原
子
炉
施
設
（
以
下
「
東
京
電
力
株

式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
」
と
い
う
。
）

式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
」
と
い
う
。
）

に
つ
い
て
は
、
法
第
六
十
四
条
の
三
第
一
項
の
認
可
が
あ
っ
た

に
つ
い
て
は
、
法
第
六
十
四
条
の
三
第
一
項
の
認
可
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
法
の
規
定
（
法
第
四
十
三
条
の
三
の
八
第
一
項
（

場
合
に
は
、
法
の
規
定
（
法
第
二
十
六
条
第
一
項
（
法
第
二
十

法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
五
号
、
第
九
号
及
び
第
十

三
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
係
る
部
分
に
限

号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
四

る
。
）
、
第
二
十
七
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
（
東
京
電
力
株

項
、
第
四
十
三
条
の
三
の
九
か
ら
第
四
十
三
条
の
三
の
十
六
ま

式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
の
う
ち
、
一
号

で
（
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施

原
子
炉
、
二
号
原
子
炉
、
三
号
原
子
炉
及
び
四
号
原
子
炉
並
び

設
の
う
ち
、
一
号
炉
、
二
号
炉
、
三
号
炉
及
び
四
号
炉
並
び
に

に
こ
れ
ら
の
附
属
施
設
に
係
る
場
合
に
限
る
。
）
、
第
三
十
七

こ
れ
ら
の
附
属
施
設
に
係
る
場
合
に
限
る
。
）
、
第
四
十
三
条

条
及
び
第
四
十
三
条
の
二
の
規
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
係

の
三
の
二
十
四
並
び
に
第
四
十
三
条
三
の
二
十
七
の
規
定
並
び

る
罰
則
を
除
く
。
）
を
適
用
す
る
。

に
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
を
除
く
。
）
を
適
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
九
第
三
項
第
一
号

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
又
は
同
条
第
三
項
」
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と
あ
る
の
は
「
、
同
条
第
三
項
」
と
、
「
届
け
出
た
と
こ
ろ
」

と
あ
る
の
は
「
届
け
出
た
と
こ
ろ
又
は
第
六
十
四
条
の
三
第
一

項
若
し
く
は
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
と
こ
ろ
」
と
す
る
。


